
 

  

 
参加者募集 

 

NPO 法人等を対象とした講座を開催します！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【各回とも共有事項】 

(場 所) 県民交流プラザ 和歌山ビッグ愛９階会議室 C  

（オンライン参加(ZOOM)も可能） 

(定 員) 会場参加１０名、オンライン(ZOOM)参加２０名 

(参加費) 無料 

(申込方法) 電話、FAX、メール、QRコードのいずれかにより申し込み 

(申込み・問合先)  和歌山県 NPO サポートセンター 

〒640-8319  

和歌山市手平 2-1-2 県民交流プラザ 和歌山ビッグ愛 9 階 

TEL 073-435-5424 FAX 073-435-5425 

メール info@wakayama-npo.jp 

(主 催) 和歌山県・和歌山県 NPO サポートセンター 

資料提供日： 令和 3年 11月 25日 

担当課 和歌山県NPOサポートセンター 県民活動団体室 

担当 志場 谷 

電話 073-435-5424 073-441-2053 

◆①ＮＰＯ基礎講座 

「インボイスってなに？」 

◆②NPO交流会 

(日時) 令和３年１２月３日（金） 

14:３0～1６:０0 

(内容) ①講座 「インボイスの基礎知識」 

      講師：松本 哲也さん(税理士) 

②意見交換 

「コロナ禍における活動の工夫について」 

(対象) NPO法人の事務をされている方 

◆被災地支援NPO講座 

 「もしも！の大災害のために」 

(日時) 令和３年１２月１４日（火） 

1３:３0～1５:０0 

(内容) 2018 年に西日本豪雨で浸水被害が発生し

た岡山県倉敷市真備町で、被災者支援に取り

組んだNPO の活動事例を学ぶ 

(話題提供) 安藤 希代子さん 

(認定 NPO 法人ペアレントサポート・すてっぷ理事長) 

(対象) NPO 法人・ボランティア団体に所属されて

いる方 



インボイスインボイスってなに？

“ ”

with NPO 交流会

【日　　時】 12 月 3 日 （金） 14:30 ～ 16:00

【場　　所】 和歌山ビッグ愛 9 階会議室 C＋ZOOM オンライン

【講　　師】 松本哲也さん （税理士）

【参加費】 無　料 （事前申し込み必要）

【対　　象】 NPO 法人の事務をされている方

【定　　員】 会場 10 名、 ZOOM 20 名

【内　　容】

　　① 講座 「インボイスの基礎知識」

　　② コロナ禍における活動の工夫に関する意見交換

【主催 ・ お申し込み】

　和歌山県 NPO サポートセンター

　073-435-5424　info@wakayama-npo.jp

　こちらの QR コードからも申し込みができます

　和歌山県NPO・ボランティア情報紙「わか愛愛」2021 年 11 月号でご紹介した「イ

ンボイス」はNPO法人も活動等によっては対応が必要になるケースがあります。

　インボイスとは何なのか、インボイスへの対応はどのようなものか、制度の「さ

わり」を専門家からご紹介いただきます。

　後半は、コロナ禍における各団体の活動の工夫を共有します。ぜひご参加くだ

さい。



もしも！の大災害のために

被災地支援NPO講座被災地支援NPO講座

【日　　時】 12 月 14 日 （火） 13:30 ～ 15:00

【場　　所】 和歌山ビッグ愛 9 階会議室 C＋ZOOM オンライン

【話題提供】 安藤 希代子さん

　　　　　　　　（認定 NPO 法人ペアレントサポート ・ すてっぷ理事長）

【参加費】 無　料 （事前申し込み必要）

【対　　象】 NPO 法人 ・ ボランティア団体に所属されている方

【定　　員】 会場 10 名、 ZOOM 20 名

【主催 ・ お申し込み】

　和歌山県 NPO サポートセンター

　073-435-5424　info@wakayama-npo.jp

　こちらの QR コードからも申し込みができます

　東日本大震災や紀伊半島大水害の発生から 10 年以上が経過しました。その後も

全国あちこちで甚大な自然災害が発生しており、NPO・ボランティア団体が活躍

をみせています。

　コロナ禍で県外からのボランティアの受け入れが困難になるなか、万一の大災

害時には県内の NPO・ボランティア団体による支援活動への期待が高まっていま

す。今回は 2018 年西日本豪雨で広範囲の浸水被害が発生した岡山県倉敷市真備

町で、被災者支援に取り組んだ、障害児者の家族支援をおこなっている NPO の活

動事例に学び、これから和歌山でできることを考えます。


